


 

安全にお使いいただくために
ごごののーータタッッャャシシ●● ののここにに前前用用使使 取扱説明書取扱説明書「「 」」 おおくくよよをを 、、ききだだたたいいみみ読読 使使ごごららかかててしし解解理理 。。いいささだだくく用用   

 

、、ははでで書書明明説説扱扱取取本本●● なな切切大大にに特特ににめめたたくくだだたたいい用用使使ごごにに全全安安 」」せせらら知知おお「「 、、ははにに

シシととククーーママルルボボンンシシななううよよのの次次 。。すすままいいててしし用用使使をを語語用用ルルナナググ  

っ誤をい扱取 、に合場た 、が者3第の数多定特不はたま者用使 負を傷軽

、かう たま は さ定想がとこるじ生が態状の険危るす生発がみの害損的物

るれ 。合場   

。。すすまましし用用使使ににううよよのの下下以以ははでで文文本本  

 

」語用ルナグシ「 続に 指く 示 、といなら守分十を なつに故事身人

。すまりなにとこるが  

 意注な的本基

、といなら守を意注なうよの次 、りなと因原の故事身人な大重 のすで険危変大

。いさだくめやおに対絶で  
 意注

中閉開のータッャシ ら通を下は 。いさだくでいな シ

。すまリあが険危るなと故事な大重れまさはにータッャ  
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 意注の上用使ご  ..11
容内るいてれさ載記に章のこ● 、きだたいみ読おくよを 。いさだく用使ごをータッャシでえうたし解理に全完  

こ● 、は書明説扱取の 。いさだくてし管保に切大うよるけだたいみ読おてし出り取もでついにきとな要必  

●シャッター屋内側に貼付けされている開閉操作ラベルと、この取扱説明書すべての注意および指示に
　したがってください。
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 意注な的本基

、は中閉開ータッャシ や顔

りたし出を手 のータッャシ

いなしりたい置を物に下

。いさだくで にータッャシ

恐るすをがけてれまさは

子おに特。すまりあがれ

注こはにまさ 。いさだく意
 

、解分のータッャシ は造改

しに対絶 。いさだくでいな

、解分 故事で因原が造改

。すまりあがれ恐るなに  

シャッターボックスは変

形しやすいので、はしご

をかけたり上に乗ったり

しないでください。

落下してけがをする恐れ

があります。

おやすみまたは外出の

際は、防犯上、内側の

サッシの錠をかけてく

ださい。また、強風時

にも同様、内側サッシ

の錠をかけてください。

 

シャッターには、故意に

物をぶつけたりしないで

ください。

変形して動かなくなる恐

れがあります。

し用使をータッャシ時常

とくな少もで合場いな

開は回3～2に月ヵ1も

。いさだくてし閉  

スといなさか動間期長

りなくなし作動にズーム

。すま  

に月
回3～2

、りたっも積が雪 たし結氷

障故とすまし用使で態状

取でのすまりなと因原の

だく用使ごらかてい除り

。いさ  

、、とといいなならら守守をを意意注注ななううよよのの次次 だだくくててしし意意注注ででののすすままりりななとと因因原原のの障障故故ややガガケケ

。。いいささ  
 

シャッターの急な開閉

は故障の原因になりま

すので、幅木の中央付

近を持ってゆっくりと

上げ(開)下げ(閉)をし

てください。

 意注



２．製品の概要

シャッターを下まで完全に降ろすと、自動的に施錠

されます。（施錠音がするまでさげてください。）

また、手で幅木アタッチを上方向に引き上げるか、

操作ひもを上部に引くと解錠されます。
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シャッターを開ける時のお願い

シャッターボックス

巻き込んだスラットを

収納します。

幅  木

スラット最下部に付き

錠を内臓しています。

サッシ枠

サッシ障子

スラット

シャッターの扉本体です。

上げ（開）下げ（閉）に

より開閉します。

ガイドレール

スラットの左右の端を

支持し、開閉時の案内

をします。

操作ひも

操作ひものマグネット部を「マグネット貼付位置」以
外に貼付けたままシャッターを巻上げないでください。
幅木に手が届かない場合などに、操作ひもを引いて下
降させる（閉じる）ことができなくなります。

シャッターを開ける（巻上げる）時は操作ひものマグ
ネット部を開閉操作ラベルの「マグネット貼付位置」
に貼付けてください。

操作ひも
スラット

幅木

 各部の名称とそのはたらき

本体外観

幅木錠の操作方法

幅木アタッチ

開閉操作ラベル

開閉操作ラベル

マグネット貼付位置



３．ご使用方法

開閉操作方法

１ 錠を開ける

手で幅木アタッチを上方向に引き上げるか、

操作ひもを上部に引くと解錠されます。

シャッターの解錠時 シャッターを閉じた状態

（閉じた状態では、操作ひもをスラットに貼付けておくと便利です）

２ 幅木の中央部側を持って、ゆっくり

　と持ち上げてください。

※幅木の端部を持って開閉すると作動不良の原因につなが

　ります。正しい使い方でシャッターを開けてください。

※急に開けるとシャッターが動かなくなる場合があり

　ます。その場合は、いったんシャッターを下までゆ

　っくり降ろして、再度ゆっくりと上げてください。

閉める時

１ 幅木の中央部側を持ってゆっくりと
　降ろしてください。

※幅木の端部を持って開閉すると作動不良の原因につながり

　ます。正しい使い方でシャッターを閉じてください。

※幅木に手が届かない場合は、操作ひもを

　引いてください

２ シャッターを下まで完全に降ろすと
　自動的に施錠されます。
（施錠音がするまで下げてください）

※シャッター開閉中は、顔や手を出したりシャッタ

　ーの下に物を置いたりしないでください。シャッ

　ターにはさまれてけがをする恐れがあります。

　特にお子様にはご注意ください。
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幅木アタッチ

スラット

幅木アタッチ

シャッター開閉操作範囲

キャップ部品を目印としてください

幅木の断面図

操作範囲の目安

開ける時



４.　お手入れ方法

 方仕の掃清

とこくおてし掃清にいれきもついはータッャシ● が 。すで法方の番一るせさち持長にずせ食腐  

ぶ水で布いから柔①

、しをき 汚の面表

。すまり取き拭をれ  

れ汚で等剤洗性中②

、ばれけ頂てい拭を

。すましち持長にらさ  

すこく強で物い硬③

、きつが傷に面表とる

くすや錆らかこそ

注ごでのすまりな

。いさだく意  

シャッターボックス
の中に直接ホース等
で水をかけての清掃
は、故障の原因とな
りますので止めてく
ださい。

④

 隔間の掃清

日  検点常

のータッャシ  れ入手お

、しとすやめを準基の記下は掃清● 。いさだくてっ行に的期定  

 帯地業工海臨①

 京（ ）神阪京・京中・浜  回1月毎…………………

 回1月毎……………………………… 帯地岸海②

 回1に月ヵ2……………………………帯地業工③

 回1に月ヵ2…………………………帯地市都大④

 回1に月ヵ3………………………帯地市都小中⑤

 回1に月ヵ4……………………………帯地園田⑥

。いさだくてし認確を項事の下以はていつに態状閉開のータッャシ  

。とこいなしが音異たっ違とでま今●  

。とこいなしが動振たっ違とでま今●  

。とこいなが形変な害有上用使に観外●  

、、合合場場ななううよよのの記記下下 。。すすままししいい願願おおををれれ入入手手おおののーータタッッャャシシ  

。たきてっなく重にちうるす用使が閉開のータッャシ）１  

。るすが音に時るす閉開をータッャシ）２  

、てしと因原・ に内ルーレ 、り入が等埃砂 ッラス てっなく悪がりべすのト

。すまれらえ考が事るい 、てに法方の記下 。いさだくてしれ入手お  

法法方方れれ入入手手おお  

、てし開全をータッャシ① 埃砂の内ルーレ だくてっ取き拭てに等布を

。いさ  

、れ入をルズノのーレプスンコリシに内ルーレ② ーレ に体全ル か上（

）でま下ら 。いさだくてしをーレプス  

ッラスに後ーレプス③  ２を閉開のト 、い行回３～ ッラス オにルーレとト

。いさだくてせまじなをルイ  

、、はは材材滑滑潤潤いい高高のの性性粘粘※※ 、、ででののすすままりりななくくすすややしし着着付付がが等等埃埃砂砂 ンンココリリシシ

ーーレレププスス 。。いいささだだくくててしし用用使使をを  

検点常日 で 合具不

、らたし見発を だた

くてめ止を用使にち

。いさだ  

 

 は掃清
 に的期定

 ータッャシ

 布

 ーレプス
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５．製品保証について

  本手引きは、ここに記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理をお約束するものです。

  保証期間中に故障・損傷などの不具合（以下「不具合」といいます）が発生した場合には、お取り扱い

  の施工店、工務店、販売店又は最寄りの当社支店・営業所に修理をご依頼ください。

■ 保証期間

施工者より商品の引き渡し日（注１、注２）から起算して次の期間とします。

① 商品の不具合については2年間（電装部品については１年間）。

② 商品からの雨水浸入については10年間。（但し、窓が閉まっていて施錠状態に限ります）

注１）改修工事の場合は改修部分の工事完了日を起算日とします。

注２）分譲住宅（建売住宅）・分譲マンションの場合は、建築主への引渡し日を起算日とします。

■ 保証内容

本手引き、本体ラベル又はその他の注意書きに基づく適正なご使用状態で、保証期間内に不具合が発生

した場合には、下記に例示する免責事項を除き無料修理いたします。なお、強風雨時に、サッシ下枠に

雨水がたまることがありますが、これは商品上の特性であり、不具合ではありません。不具合といえる

雨水浸入は、サッシ下枠を超えて室内に雨水が流れ出たり、あふれ出ることです。（但し、窓が閉まっ

ていて施錠状態に限ります）

■免責事項

  保証期間内でも、次の様な場合には有償修理となります。

① 当社の手配によらない第三者の加工上、組立て上、施工上、管理上、メンテナンス上などの不備に起因する不具合。（例えば、

海砂や急結剤を使用したモルタルによる腐食、中性洗剤以外のクリーニング剤を使用したことによる変色や腐食、工事中の

養生不良による変色や腐食など）

② 表示された商品の性能を超えた性能を必要とする場所（店舗など）に取付けられた場合の不具合。

③ 商品又は部品の経年変化（使用に伴う消耗・摩耗など。木製品の反り、干割れ、変色など）や経年劣化（樹脂部分の変質、

変色など）又はこれらに伴うさび、かびなどその他類似の不具合。

④ 自然環境や住環境に起因する結露などの不具合。

⑤ 環境が特に悪い地域や場所での腐食又はその他の不具合。（例えば、海岸地帯での塩害による腐食、大気中の砂塵・煤煙・各

種金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車や給湯機などの排気ガスなどが付着しておきる腐食、異常な高温・低温・多湿によ

る不具合など）

⑥ 天災その他不可抗力（例えば）暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地盤沈下、落雷、火災など）により、商品の性能を超える

事態が発生した場合の不具合。

⑦ 実用化されている技術では予測することが不可能な現象又はこれが原因で生じた不具合。

⑧ 犬、猫、鳥、鼠などの小動物の害による不具合。

⑨ 植栽による不具合。（例えば、商品に隣接した植栽による開閉障害、根による防水層の破損など）

⑩ 引渡し後の操作誤り、調整不備又は適切な維持管理を行わなかったことによる不具合。

⑪ お客様自身の組立て、取付、修理、改造（必要部品の取外しを含む）に起因する不具合。

⑫ 本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合又は使用目的と異なる使用方法による場合の不具合。

⑬ 犯罪などの不法な行為に起因する不具合。

■ その他事項

保証期間経過後の修理、交換などは有料といたします。

本手引きによってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。

  保証期間経過後の修理、その他についてご不明の場合は、最寄りの当社支店・営業所にお問合せください。
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